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これからの県立高等学校の活性化について 

 

１ 県立高等学校活性化計画について 

県立高等学校の活性化については、「県立高等学校活性化計画」（令和４年３

月策定、期間は令和４～８年度までの５年間）に基づき、これからの時代を生

きていく子どもたちが、変化を前向きにとらえ、課題と主体的に向き合いなが

ら、自ら学び、考え、多様な人々との協働をとおして、持続可能な社会を創っ

ていく力を身に付けられるよう取組を進めています。 

また、本計画に基づき、１学年３学級以下の高等学校がある６地域に活性化

協議会を設置し、15 年先までの中学校卒業者数の減少の状況をふまえ、地域

の高等学校の学びと配置のあり方について協議を進めています。 

 

（１）活性化の取組 

①自律した学習者を育てる学びの推進 

基礎・基本を重視し自己肯定感を高める教育の推進／キャリア教育の推進／ 

探究活動の推進／高等教育機関等と連携した教育の推進／ 

地域に根ざした教育の推進／ＩＣＴの活用による学びの推進 

②これからの社会の担い手となる力の育成 

よりよく生きようとする態度の育成／社会の一員としての自覚と責任感の育成／ 

グローカル教育の推進 

③誰一人取り残さない教育の推進 

特別な支援を必要とする生徒への支援／不登校の状況にある生徒等への支援／ 

日本語指導が必要な生徒への支援／経済的困難な状況にある生徒への支援／ 

学びに向かう力を育む教育の推進／交通が不便な地域における生徒の学習機会の提供 

④人口減少に対応した学びの推進 

協働の学びの機会の確保／学習活動の機会の確保 

⑤子どもたちに必要な学びの実現に向けた教職員の資質向上と学校経営改善 

教職員の育成／授業力の向上／組織運営体制の強化による教育活動の活性化 

⑥これからの時代に必要な力を育む県立高等学校の各学科・課程の活性化 

普通科・普通科系専門学科／職業系専門学科／総合学科／定時制課程・通信制課程 

 

（２）これからの時代に求められる学びを提供できる県立高等学校のあり方 

〇 平成 29 年度から地域の協力を得て取組を進めてきた３学級以下の小規模校

活性化の検証結果、令和２年度に生まれた子どもたちが中学校を卒業する 15

年先までの中学校卒業者の減少の状況等をふまえると、これからの時代に求め
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られる学びを提供していくには、現行の高等学校の配置を継続していくのは難

しい状況にあります。このため、各地域の高等学校の学びと配置のあり方につ

いて検討を進め、その中で１学年３学級以下の高等学校は統合についての協議

も行うこととします。これらについては、それぞれの地域の活性化協議会にお

いて具体的な内容を丁寧に協議することとし、協議が必要となる地域に協議会

がない場合は同様の場を設けるものとします。 

○ こうした検討・協議は 、統合という結論ありきで協議するのではなく、地域

の実情に応じ丁寧に進めることとし、その際、状況に応じて、これまで 取り

組んできた、地域と連携した学びや学校独自の学びについての継承、交通が不

便な地域における学びの機会の提供方策、分校化や校舎制への移行などについ

て協議することとします 。 

○ １学年３学級以下の高等学校のうち、他の高等学校では担うことが難しい県

内唯一の学科や学びの形態を有する高等学校は、引き続き活性化に取り組むこ

ととします。 

○ 入学者が２年連続して 20 人に満たず、その後も増える見込みのない場合は、

募集停止とすることとします。 

 

２ 次期計画について 

次期計画（計画期間は令和９年度～）の策定を見据えた検討にあたっては、

各地域の活性化協議会における共通した次の考え方を尊重します。 

○ 大学進学のニーズに応える一定規模の普通科が必要である。 

○ 多様な学びの選択肢をできる限り維持する必要がある。 

 

一方、少子化は、更に加速しており、平成元年３月に 29,994人であった県

内の中学校卒業者数は、令和６年３月には 15,891 人となり、令和 21 年３月

には、その約６割となる 9,615人にまで減少することが想定されています。こ

うした状況の中、地域の活性化協議会からは、次の課題が指摘されています。 

○ 15年先を見据えると、地域の中だけで多様な学びを提供することは困難で

ある。 

○ 校舎の建替え等を考えると、長期的な視点に立った検討が必要である。 

 

このことから、次期計画では、県内全域を見通した長期的な視点に立つ考え

方を具体的に示す必要があります。 
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３ 各地域の活性化協議会の開催状況について 

各地域の活性化協議会の開催状況は以下のとおりです。 

 

（１）鈴鹿亀山地域 

ア 令和６年度の協議（３回開催） 

令和６年度に実施した中学生や保護者へのアンケート調査の結果をふま

えながら、当地域において 15年先に実現したい学びや育みたい力、今後の

検討の方向性などについて協議を進めました。 

イ 主な意見 

○ 部活動が充実していることは、高校を選択する際の大きな魅力の１つ

となっている。全ての高校が小規模化されて、十分な部活動ができなくな

ってしまわないよう、部活動の活性化という視点も大切にしてほしい。 

○ 大学進学に対応する一定規模の普通科高校は必要だが、過去の生徒急

増期に普通科の定員を大きく増やしたことから考えると、今後は多様な

学びの選択肢を維持しつつ、普通科を中心に定員を減らしながら学びを

集約していく方向になるのではないか。 

○ 隣接地域への流出を食い止めるためにも、工業をはじめとする専門性

の高い学びの充実は当地域の願いであり、学科の設置だけでなく、普通科

におけるコースの設置や他校との連携など、さまざまな方策を検討しな

がら実現につなげてほしい。 

ウ 今後の予定 

令和 10 年度に中学校卒業者数の大幅な減少が見込まれていることから、

その対応について、令和７年度に協議会としての考え方を取りまとめます。 

 

（２）津地域 

ア 令和６年度の協議（２回開催） 

これからの当地域高等学校の学びと配置を考える上で大切にしたいこと

や、今後議論を深めていくために必要な視点などについて協議を進めまし

た。 

イ 主な意見 

○ 小規模校には、全ての職員が個々の生徒の抱える背景等を把握したり、

丁寧に関わることができたりするなど、小規模校ならではのよさがある。

一方で、多様な選択科目の開設、少人数・習熟度別指導の実施、社会・理

科・芸術等における専門性の高い教員の配置、多様な進路への対応など、

子どもたちの学びに関しては、学校規模があることのメリットは大きい。 

○ 当地域に多く設置されている普通科高校の特色化・魅力化を図るため、
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学際領域学科や地域社会学科など普通教育を主とする学科や総合学科へ

の改編も検討してはどうか。また、地域と連携した学びを推進していくた

めに、当協議会において地域の方の意見を聞くことも必要ではないか。 

○ 今後の当地域の高校の学びと配置のあり方を考える際には、隣接する

鈴鹿亀山、伊賀、松阪地域の協議会の検討状況も考慮する必要がある。ま

た、15 年先の中学校卒業者数を考えると、特に専門学科のあり方等につ

いては、県全体で検討していく必要があるのではないか。 

ウ 今後の予定 

令和７年度に中学生と保護者を対象とするアンケート調査を実施し、普

通科の特色化・魅力化を中心として、当地域の高校の学びと配置のあり方に

ついて協議を進めます。 

 

（３）伊賀地域 

ア 令和６年度の協議（３回開催） 

「令和５年度伊賀地域協議会のまとめ」や令和６年度に実施した中学生

や保護者へのアンケート調査の結果をふまえ、今後想定される段階的な学

級減への対応について検討を進めました。 

イ 主な意見 

○ 難関大学への進学に対応できる学科・コースを持つ高校、専門性の高い

学びができる高校、不登校を経験した子どもたちが安心して通えるよう

な小規模の高校、それぞれにニーズがあると感じる。ただし、少子化の進

行を鑑みると、現在の高校の配置をベースに考えるのではなく、交通の便

がよいところに学びを集約するなど、機能面とハード面は分けて検討す

る必要がある。 

○ 15 年先には、当地域の高校は伊賀市に１校、名張市に１校となること

が想定される。時代によって必要とされる学びや機能などのソフト面は

変化するが、校舎の新築や建替えなどハード面は 10年先を見据えた計画

が必要となることから、どの場所に集約するのかを早期に打ち出す必要

がある。 

○ 中学校卒業者数の減少により、学校数が減ることは致し方ないが、多様

な学びの選択肢の維持と多様な子どもたちへの対応を同時に追求してい

く必要がある。 

ウ 今後の予定 

令和６年度に整理した「令和７年度まとめに向けた方向性」に基づき、令

和 10 年度以降の学級減への対応について、令和７年度に協議会としての

考え方を取りまとめます。 
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（４）松阪地域 

ア 令和６年度の協議（３回開催） 

令和６年度に実施した中学生や保護者へのアンケート調査の結果をふま

えながら、令和 11年度までに想定される学級減への対応の方向性について

協議を進め、当協議会を設置した令和４年度から６年度までの協議のまと

めを策定しました。 

イ 主な意見 

○ 当地域の特色ある多様な学びの選択肢を維持するため、学科間連携の

視点を持ちながら、専門学科の集約をどのように図るかを検討する必要

がある。 

○ 学校規模について議論する際には、特別な支援を必要とする生徒や不

登校傾向にある生徒など、多様な背景を持つ生徒に寄り添い、一人ひとり

を大切にするという視点をまとめに加筆する必要があるのではないか。 

○ 15 年先を見据えた方向性を取りまとめるためには、校舎の老朽化も念

頭に置く必要がある。次回の協議会では、県立高校の校舎の状況や建替え

に関する資料を提供してもらいたい。 

「令和４～６年度の松阪地域高等学校活性化推進協議会における協議の小まとめ 

～今後の学びと配置のあり方について～」の要点 

・今後の当地域における高等学校の学びと配置のあり方については、これまでに協

議してきた「基本的な考え方」や「再編を検討するうえで大切にしたいこと」を

ふまえる。 

・令和８年度に見込まれる１学級減への対応については、中学生の進路選択に大き

な影響を及ぼすことがないよう、学校の統合ではなく学級減で対応することが望

ましい。 

・令和 10年度から 11年度にかけて見込まれる４学級程度の大幅な学級減への対応

については、学校の再編も含めて協議を進め、令和８年度までに段階的に協議会

としての方向性を取りまとめる。 

ウ 今後の予定 

令和 11 年度に中学校卒業者数の大幅な減少が見込まれていることから、

その対応について、令和８年度までに協議会としての考え方を取りまとめ

ます。 

 

（５）伊勢志摩地域 

ア 令和６年度の協議（３回開催） 

当協議会の「令和５年度の協議（今後の学びと配置のあり方について）」
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をふまえ、令和 13～15年度頃までに想定される断続的な学級減への対応に

ついて、「伊勢市内の高校の再編」と「小規模校のあり方」の２つの視点か

ら協議を進めました。 

イ 主な意見 

○ 不登校の子どもたちが増えている中、既存の学びのスタイルありきで

はなく、遠隔授業なども取り入れながら、全日制課程だけでなく通信制課

程や定時制課程を含めて多様な学びに対応していく必要がある。 

○ 当地域には普通科、多様な専門学科、総合学科がバランスよく配置され

ていることから、通学の利便性も考慮し、できるだけ当地域内での再編を

考えたい。 

○ 15 年先に実現したい学びや学校像から逆算して、その過程として再編

を考えることは大切だが、15 年先の総学級数を考えると、かなり思い切

った再編が必要になることが想定される。 

ウ 今後の予定 

令和 10 年度に中学校卒業者数の大幅な減少が見込まれていることから、

その対応について、令和７年度に協議会としての考え方を取りまとめます。 

 

（６）紀南地域 

ア 令和６年度の協議（２回開催） 

 令和７年４月に木本高校と紀南高校を統合して開校する熊野青藍高校に

ついて、両校の校長をリーダーとするワーキング会議における検討状況を

共有し、学びや部活動のあり方などについて協議を進めました。 

イ 主な意見 

○ 探究的な学びや「東紀州未来学」は、熊野青藍高校の大きな強みとなる

はずだが、具体的な中身が伝わってこない。和歌山県の高校への進学を希

望する中学生もいる中、子どもたちにもっとわかりやすく新校の魅力を

伝えてほしい。 

○ 中学生の志望が時間とともに県立高校から県外の高校へと移っていく

傾向は、統合前と変わっていない。この要因をしっかりと分析し、小中学

校と連携しながら、熊野青藍高校の魅力化や子どもたちや保護者への情

報発信に取り組んでほしい。 

ウ 今後の予定 

令和７年度も協議会を開催し、熊野青藍高校の活性化に向けた協議を行

います。なお、新しく制定した校歌と校章については、令和７年３月中に公

表する予定です。 
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４ 地域の県立高校に関するアンケート調査の結果について 

 鈴鹿亀山地域、伊賀地域、松阪地域の活性化協議会では、今年度９月から 10

月にかけて、地域の公立中学校２年生の生徒、公立中学校２年生と公立小学校

５年生の保護者を対象にアンケート調査を実施しました。 

調査結果の概要は以下のとおりです。 

 

（１）高校を選ぶときに重視する点 

 

【生徒】 

 鈴鹿亀山 伊賀 松阪 

⑪ 学校の雰囲気・イメージ 53.1％ 48.0％ 49.0％ 

⑩ 通学のしやすさ・距離 50.5％ 49.8％ 49.3％ 

⑥ 文化祭や体育祭など学校行事が充実 47.6％ 46.0％ 42.4％ 

① 学びたい学科やコースがある 39.1％ 42.7％ 39.5％ 

⑦ 入りたい部活動、部活動が活発 33.9％ 35.3％ 35.7％ 

※ 各地域での回答者に対する割合を合算した数値の上位５項目 

 

【保護者】 

 鈴鹿亀山 伊賀 松阪 

① 学びたい学科やコースがある 69.6％ 71.2％ 73.3％ 

⑩ 通学のしやすさ・距離 69.3％ 68.1％ 64.4％ 

④ 興味関心に応じて多様な選択ができる 58.7％ 63.3％ 59.4％ 

② 確かな学力を身につける授業の充実 38.9％ 42.8％ 39.2％ 

⑪ 学校の雰囲気・イメージ 41.8％ 35.6％ 38.2％ 

※ 各地域での回答者に対する割合を合算した数値の上位５項目 

  

次の内容の選択肢から６つ以内を選択 

① 学びたい学科やコースがある 

② 確かな学力を身につける授業の充実 

③ 専門的な知識や技能、資格が習得できる 

④ 興味関心に応じて多様な学びが選択できる 

⑤ 地域と連携した活動が充実している    

⑥ 文化祭や体育祭など学校行事が充実 

⑦ 入りたい部活動がある、部活動が活発に行われている 

⑧ 友だちや先輩、先生などとの多くの出会い   

⑨ 一人ひとりの状況に応じて、きめ細かな教育が期待できる 

⑩ 通学のしやすさ・距離 ⑪ 学校の雰囲気・イメージ ⑫ 施設・設備の充実 

⑬ 進学・就職の実績    ⑭ 自分の適性や能力    

⑮ 先生や保護者、友だち等の周囲の人の意見 ⑯ 学費などの経費負担 

⑰ その他（自由記述） 
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（２）高校に期待する教育 

 

【生徒】 

 鈴鹿亀山 伊賀 松阪 

① 自ら学び続ける力 52.0％ 54.0％ 52.6％ 

⑦ 基本的な知識 48.0％ 46.2％ 43.1％ 

⑪ 社会人として必要なマナーや責任感 46.9％ 44.2％ 42.0％ 

⑩ 社会性やコミュニケーション能力など 42.0％ 43.2％ 40.1％ 

② 自ら問いを見つけ主体的に取り組む力 34.1％ 32.3％ 30.6％ 

※ 各地域での回答者に対する割合を合算した数値の上位５項目 

 

【保護者】 

 鈴鹿亀山 伊賀 松阪 

① 自ら学び続ける力 58.5％ 59.5％ 61.0％ 

⑩ 社会性やコミュニケーション能力など 58.5％ 58.8％ 60.7％ 

② 自ら問いを見つけ主体的に取り組む力 50.4％ 51.8％ 53.6％ 

③ 多様な選択肢から進路を決定する力 49.6％ 52.9％ 49.0％ 

⑪ 社会人として必要なマナーや責任感 46.1％ 44.1％ 47.1％ 

※ 各地域での回答者に対する割合を合算した数値の上位５項目 

  

次の内容の選択肢から５つ以内を選択 

① 自ら学び続ける力が身につく教育 

② 自分で問いや課題を見つけ、主体的に取り組む力が身につく教育 

③ 多様な選択肢の中から進路を決定する力が身につく教育 

④ 地域を題材として学ぶ教育   ⑤ 大学や企業等と連携・協働して学ぶ教育 

⑥ 人権に対する意識が高まる教育 ⑦ 基本的な知識が身につく教育   

⑧ ＩＣＴを積極的に活用する教育 ⑨ 広く世界で活躍できる力が身につく教育  

⑩ 社会性や協調性、コミュニケーション能力など協働する力が身につく教育 

⑪ 社会人として必要なマナーや礼儀・責任感が身につく教育 

⑫ 特別活動や部活動などを通じて豊かな人間性が身につく教育 

⑬ 一人ひとりの状況に応じて適切な支援が受けられる教育 

⑭ その他（自由記述） 



9 

（３）希望する学校規模 

 

 

 

（４）許容できる通学時間 

 

 

 

（５）今後の地域の県立高校のあり方 
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５ 参考 

 

 
  

県全体の中学校卒業者数と県立高等学校入学定員（全日制）の推移
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52校
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桑名地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学定員（全日制）の推移
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四日市地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学定員（全日制）の推移
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鈴鹿地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学定員（全日制）の推移
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津地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学定員（全日制）の推移
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伊賀地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学定員（全日制）の推移
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松阪地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学定員（全日制）の推移
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伊勢地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学定員（全日制）の推移
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尾鷲地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学者数（全日制）の推移
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熊野地域の中学校卒業者数と県立高等学校入学者数（全日制）の推移
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（
2

9
学

級
）

伊
勢

県
立

:1
,5

6
0

私
立

: 
 5

7
0

（
2

,2
6

3
）

水
産

（
水

）
鳥

羽
（
総

）
南

伊
勢

（
普

）
志

摩
（
普

）

宇
治

山
田

商
（
商

）
伊

勢
工

（
工

）
明

野
（
農

家
福

）
宇

治
山

田
（
普

）
伊

勢
（
普

）
９

校
（
3

9
学

級
）

尾
鷲

県
立

:2
4

0
私

立
: 
  
 0

（
2

7
9

）
尾

鷲
（
普

工
商

）
１
校

（
6

学
級

）

熊
野

県
立

:3
2

0
私

立
: 
  
 0

（
3

3
9

）
紀

南
（
普

）
木

本
（
普

総
）

２
校

（
8

学
級

）

県
全

体
県

立
:1

2
,3

2
0

私
立

: 
 3

,6
6

0
（
1
7

,5
1
3

）
０

校
５

校
４

校
４

校
６

校
１
５

校
５

校
１
１
校

３
校

５
３

校
（
3

0
8

学
級

）

【
備

考
】

　
○

 学
科

名
略

称
:（

普
）
普

通
科

（
普

通
科

に
お

け
る

コ
ー

ス
制

を
含

む
）
、
専

門
学

科
｛
（
農

）
農

業
、
（
工

）
工

業
、
（
商

）
商

業
、
（
水

）
水

産
、
（
家

）
家

庭
、
（
看

）
看

護
、
（
情

）
情

報
、
（
福

）
福

祉
、
（
理

）
理

数
、
（
体

）
体

育
、
（
外

）
外

国
語

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
他

）
そ

の
他

専
門

学
科

（
国

際
文

理
、
国

際
科

学
、
国

際
教

養
、
応

用
デ

ザ
イ

ン
）
｝
、
（
総

）
総

合
学

科
　

○
 校

舎
制

の
南

伊
勢

高
校

は
、
度

会
校

舎
2

学
級

・
南

勢
校

舎
1
学

級
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

○
 私

立
高

校
の

定
員

に
は

、
青

山
高

校
、
愛

農
学

園
高

校
を

含
み

ま
せ

ん
。
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 県
立

高
等

学
校

（
全

日
制

）
の

学
校

規
模

の
状

況
（
令

和
７

年
度

１
学

年
）

地
域

入
学

定
員

（
中

学
校

卒
業

見
込

人
数

）
１
学

級
２

学
級

３
学

級
４

学
級

５
学

級
６

学
級

７
学

級
８

学
級

９
学

級
学

校
数

桑
名

県
立

:1
,2

0
0

私
立

: 
 3

2
0

（
1
,9

8
5

）

桑
名

北
（
普

）
桑

名
工

（
工

）
桑

名
西

（
普

）
い

な
べ

総
合

学
園

（
総

）
桑

名
(普

看
理

)
５

校
（
3

0
学

級
）

四
日

市
県

立
:2

,5
2

0
私

立
: 
  
8

6
0

（
3

,4
4

6
）

朝
明

（
普

福
）

四
日

市
四

郷
（
普

）
菰

野
（
普

）

四
日

市
西

（
普

）
四

日
市

中
央

工
（
工

）
四

日
市

農
芸

（
農

家
）

四
日

市
商

（
商

）
川

越
（
普

他
）

四
日

市
工

（
工

）
四

日
市

（
普

）
四

日
市

南
（
普

）
１
１
校

（
6

3
学

級
）

鈴
鹿

県
立

:1
,1

2
0

私
立

: 
 4

7
0

（
2

,2
6

7
）

石
薬

師
（
普

）
飯

野
（
外

他
）

稲
生

（
普

体
）

亀
山

（
普

家
情

）
白

子
（
普

家
）

神
戸

（
普

理
）

６
校

（
2

8
学

級
）

津
県

立
:1

,8
8

0
私

立
: 
 6

8
5

（
2

,5
3

5
）

白
山

（
普

商
）

久
居

（
普

）

津
東

（
普

）
津

商
（
商

）
津

工
（
工

）
久

居
農

林
（
農

家
）

津
（
普

）
津

西
（
普

他
）

８
校

（
4

7
学

級
）

伊
賀

県
立

:1
,0

0
0

私
立

: 
  
1
5

5
（
1
,4

3
7

）
あ

け
ぼ

の
学

園
（
総

）
名

張
（
総

）
上

野
（
普

理
）

伊
賀

白
鳳

（
農

工
商

福
）

名
張

青
峰

（
普

）

５
校

（
2

5
学

級
）

松
阪

県
立

:1
,0

0
0

私
立

: 
  
5

3
0

（
1
,8

7
9

）

飯
南

（
総

）
昴

学
園

（
総

）
松

阪
商

（
商

）
松

阪
工

（
工

）
相

可
（
普

農
家

）
松

阪
（
普

理
）

６
校

（
2

5
学

級
）

伊
勢

県
立

:1
,1

6
0

私
立

: 
 5

4
5

（
1
,7

4
8

）

南
伊

勢
（
普

）
鳥

羽
（
総

）
志

摩
（
普

）
水

産
（
水

）
宇

治
山

田
商

（
商

）
伊

勢
工

（
工

）
明

野
（
農

家
福

）
宇

治
山

田
（
普

）
伊

勢
（
普

）
９

校
（
2

9
学

級
）

尾
鷲

県
立

:1
6

0
私

立
: 
  
 0

（
1
8

2
）

尾
鷲

（
普

工
商

）
１
校

（
4

学
級

）

熊
野

県
立

:2
0

0
私

立
: 
  
 0

（
2

3
3

）
熊

野
青

藍
（
普

総
）

１
校

（
５

学
級

）

県
全

体
県

立
:1

0
,2

4
0

私
立

: 
 3

,5
6

5
（
1
5

,7
1
2

）
３

校
６

校
０

校
１
２

校
１
０

校
９

校
７

校
５

校
０

校
５

２
校

（
2

5
6

学
級

）

【
備

考
】

　
○

 学
科

名
略

称
:（

普
）
普

通
科

（
普

通
科

に
お

け
る

コ
ー

ス
制

、
学

際
領

域
学

科
な

ど
普

通
教

育
を

主
と

す
る

学
科

を
含

む
）
、
専

門
学

科
｛
（
農

）
農

業
、
（
工

）
工

業
、
（
商

）
商

業
、
（
水

）
水

産
、
（
家

）
家

庭
、
（
看

）
看

護
、
（
情

）
情

報
、
（
福

）
福

祉
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
理

）
理

数
、
（
体

）
体

育
、
（
外

）
外

国
語

、
（
他

）
そ

の
他

専
門

学
科

（
国

際
探

究
、
国

際
科

学
、
応

用
デ

ザ
イ

ン
）
｝
、
（
総

）
総

合
学

科
　

○
 校

舎
制

の
南

伊
勢

高
校

は
、
度

会
校

舎
1
学

級
・
南

勢
校

舎
０

学
級

、
熊

野
青

藍
高

校
は

、
木

本
校

舎
4

学
級

・
紀

南
校

舎
1
学

級
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

○
 1

学
級

4
0

人
ベ

ー
ス

の
学

級
数

を
記

載
し

て
い

ま
す

が
、
3

0
人

・
3

5
人

学
級

の
実

施
に

よ
り

伊
賀

白
鳳

高
校

は
７

学
級

2
4

0
人

、
尾

鷲
高

校
は

５
学

級
1
6

0
人

と
し

て
募

集
し

て
い

ま
す

。
　

○
 私

立
高

校
の

定
員

に
は

、
青

山
高

校
、
愛

農
学

園
高

校
を

含
み

ま
せ

ん
。
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東員町   

桑名市   
いなべ市  

木曽岬町   

川越町     

菰野町    

朝日町    

四日市市    

伊賀市    
津市     

鈴鹿市    
亀山市    

名張市    

松阪市    

多気町    

明和町    

玉城町    

伊勢市    

度会町    
大台町    

大紀町    南伊勢町    

紀北町    

御浜町    

熊野市    

紀宝町    

志摩市    

鳥羽市    

54  

53  

51  

50  

52  

５  
３  

２  

４  
１  

６  

７  16  

10  

14  
９  

11  
15  

８  
13  

12

4   

20  

18  22  

21  
19 23  

25 
26

2 
28

6 
24

6 

27

2 

29

6 

30

2 31

0 32

0 
33

0 

34

3 
35

3 

36  

37

3 

38

3 

39

8  

40

8 

41

0   

43

2  

42

0 
47

0   

48

0 

49

0 

45

9 

46

5 

56

3 

55

3  

57

6   

17

6  

44

0   

桑名地域 
1 桑名(8)       
2 桑名西(7)      
3 桑名北(4)      
4 桑名工業(4)     
5 いなべ総合学園(7)  

四日市地域       
6 川越(7)        
7 四日市(8)       
8 四日市南(8)      
9 四日市西(5)      
10 朝明(4)        
11 四日市四郷(4)     
12 四日市農芸(5)     
13 四日市工業(7)    
14四日市中央工業(5)  
15 四日市商業(6)     
16 北星         
17 菰野(4)       

鈴鹿地域     
18 神戸(7)      
19 白子(6)      
20 石薬師(2)     
21 稲生(4)      
22 飯野(4)      
23 亀山(5)       

津地域              
24 津(8)          
25 津西(8)          
26 津東(6)         
27 津工業(6)          
28 津商業(6)       
29 みえ夢学園         
30 久居(5)           
31 久居農林(6)      
32 白山(2)            

伊勢地域 
39 宇治山田(5)   45 南伊勢・南勢校舎(0)   
40 伊勢(7)     46 南伊勢・度会校舎(1)   
41 伊勢工業(4)   47 鳥羽(1)          
42 宇治山田商業(4) 48 志摩(1)          
43 伊勢まなび    49 水産(2)           
44 明野(4)                   

県立高等学校の所在地 

県立高等学校は 55 校（57 校舎）あり、全日制課程

を 52 校（54 校舎）、定時制課程を 11 校、通信制課

程を２校に設置しています。 

※（ ）内の数字は、令和７年度入学生における 1 学級

40 人ベースの学級数を記載していますが、30 人・35 人

学級の実施により伊賀白鳳高校は７学級 240 人、尾鷲

高校は５学級 160 人として募集しています。 

尾鷲地域   
55 尾鷲(4)  

熊野地域 
56 熊野青藍・木本校舎(4)   
57 熊野青藍・紀南校舎(1)  

松阪地域         
33 松阪(7)          
34 松阪工業(5)   
35 松阪商業(4)    
36 飯南(2)        
37 相可(5)        
38 昴学園(2)      

伊賀地域              
50 上野(6)                
51 伊賀白鳳(6)             
52 あけぼの学園(2)        
53 名張青峰(6)           
54 名張(5)              

尾鷲市    




